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１．要約 

サイエンス化学班は放課後に集まって研究活動を行っている。普段から疑問に思ったことを

実験により解決するような展開してきた。今回は、イオンの性質についての実験を行い、考察

した。本稿では、その一例を紹介したい。 
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２．研究の背景と目的 

最近、美容・健康関係でよくマイナスイ

オンなどイオンという言葉を耳にする。 

イオンとはどういうものなのか、どんな効

能があるのか、知らなかった。 

また、色の着いた水溶液を使ったり、作っ

たりしたいと思ったのでイオンの水溶液は

色がきれいなイメージがあったので、イオ

ンの実験をして調べてみようと思った。 

 なぜ金属陽イオンをテーマとしたのかと

いうと、以前炎色反応の実験をしたとき、

調べた物質にアルカリ金属のイオンが含ま

れていることがわかった。そこで、今回も

金属陽イオンを調べることにした。 

 

３．研究内容                  

実験の概要を説明する前にイオンについ

ての基礎知識をまとめておく。 

金属陽イオン水溶液は、混ぜると沈澱し

てしまうもの、危険物質が発生するものが

あるので、慎重に使用する薬品を選ぶ必要

がある。 

物質には、水溶液にすると電気を通す電

解質と電気を通さない非電解質がある。こ

のとき、電気を通すものは粒子にわかれて

いて、その電気を帯びた粒子をイオンとい

う。また、水に溶けてイオンに分かれる物

質を電解質(イオン性物質)、分かれない物質

を非電解質(分子性物質)という。 

 

Ⅰ．水溶液の中にイオンが含まれているか

を調べる実験 

 

＜実験方法＞ 

（１）エタノール・食塩水・石灰水・硫酸・

塩化銅水溶液を用意する。 

（２）それぞれの薬品をビーカーに入れ、

中に電池とプロペラを導線でつないだ陽極

と陰極を入れて電気を通す。 

（３）プロペラが回れば電気が通っていれ

ば、水溶液中にイオンを含んでいる。一方、

プロペラが回らなければ電気が通っていな

いため、水溶液中にイオンを含んでいない。 

 



＜結果＞ 

塩化銅でこの実験をしたとき、この実験

は電気分解と同じ現象であるから、陰極の

ほうはサビみたいになり、こすると光沢が

出た。陽極の近くの水は脱色作用がある。

また、食塩水でこの実験をすると塩素ガス

(有毒)が発生した。 

エタノールは金属陽イオンを含んでいな

い。それ以外の水溶液は金属陽イオンを含

んでいることがわかった。調べたところ、

食塩水に入っている金属陽イオンはナトリ

ウムイオン、石灰水に入っている金属陽イ

オンはカルシウムイオン、塩化銅水溶液に

入っている金属陽イオンは銅イオン、硫酸

にはイオンが入っているが金属陽イオンで

ないことがわかった。 

 

 

図１ 塩化銅水溶液の沈殿 

 

Ⅱ．金属陽イオン水溶液が本当にイオンを

含んでいるのか確かめる実験 

 

＜実験方法＞ 

実験Ⅰで調べてイオンを含むと分かった

水溶液(塩化銅水溶液、食塩水、石灰水)に水

酸化ナトリウム水溶液とアンモニア水溶液

を加える。 

※水酸化ナトリウム水溶液とアンモニア水

溶液は少量と多量。 

 

＜結果＞ 

①塩化銅水溶液の場合 

NaOH少→青白色沈澱 

NaOH多→青白色沈澱 

NH3多→青白色沈澱 

NH3少→深青色沈澱 

 

図２ 塩化銅水溶液の場合の様子 

 

②食塩水の場合 

NaOH少→沈澱を生じない 

NaOH多→変化なし 

NH3少→沈澱を生じない 

NH3多→変化なし 

 

図３ 食塩水の場合の様子 

 

③石灰水の場合 

NaOH少→白色沈澱 



NaOH多→白色沈澱 

NH3少→沈澱を生じない 

NH3多→変化なし 

 

図４ 石灰水の場合の様子 

 

それぞれ銅イオン、ナトリウムイオン、

カルシウムイオンであることがわかった。 

 

Ⅲ．電気を流してイオンを移動 

 

＜実験方法＞ 

（１）湿らせたろ紙の上に赤と青それぞれ

のリトマス紙を置く。 

（２）その上に各薬品を染み込ませた糸を

置く。 

（３）ろ紙の両端をワニ口クリップで付け

る。 

（４）その先に豆電球と電池をつなげる。 

（５）電気を流し、結果をみる。 

 

＜結果＞ 

反応しなかった。置く時間が短かったの

か、方法が精密でなかったのが原因だった

と思う。正しく実験すると、 

酸性→青色リトマス紙が赤に 

アルカリ性→赤色リトマス紙が青に 

という反応が見られたと思われる 

 

Ⅳ．金属陽イオン水溶液の分析 

実験Ⅰ～Ⅲで金属陽イオンを含む水溶液

はどれなのかはわかったので、それを分析

する。今までにでてきた水溶液を混ぜると

沈澱してしまうので、越野先生の指示のも

と硝酸亜鉛、硝酸銅、硝酸銀、硝酸ナトリ

ウム、硝酸カルシウム、硝酸鉄の６つに絞

って実験することにした。      

 

図５ ６つの薬品を混ぜたもの 

 

（１）前述の６つの薬品に希塩酸を加える。  

 

図６ 希塩酸を加えた様子 

（２）硫化アンモニウムを加え、煮沸して

からろ過する。 

（３）アンモニア水を加え、ろ過する。 

（４）硫化アンモニウムを加え、ろ過する。 

（５）炭酸アンモニウムを加え、ろ過する。 



（６）それぞれろ過した後の反応、沈殿物、

色を観察する。 

 

図７ 硫酸アンモニウムを加えたところ 

 

 

図８ 得られた沈殿 

 

＜結果＞ 

（１）は白になるはずだったが、薄緑がか

っているので失敗していると考えられる。 

（２）は黒くなっているので、（２）だけ

を見ると成功だが（１）で失敗しているた

め、（１）の緑の影響を受けていると考え

られる。 

（３）、（４）も（１）の失敗の影響を受

けたため、失敗したと考えられる。 

（５）では今まで少しずつのろ過がうまく

できていないところがあったため、白にな

るはずが、黄色になってしまった。 

 

４．考察 

それぞれの実験からイオンは目に見えな

いこと、イオンにもいろいろな種類がある

ことがわかった。今回調べたイオンは最初

の目的であった美容関係や健康関係のもの

ではなかった。きっかけはマイナスイオン

を深く知ることだったけど、いろいろ調べ

ていくとマイナスイオンは、今回私達の調

べた化学的なイオンとは全く別物で、商品

名であることを知った。また、金属イオン

の大部分は陽イオンであることもわかった。 

 

５．今後の課題 

今回の実験では簡単だと思ってやったも

のが意外とできなかったりした。だから、

実験は丁寧にやろうと考えた。 

また、資料に頼っていたので自分達でも

う少しできるといいと思った。今後は資料

に頼らないでできるようなもう少し簡単な

実験や自分で考えた実験をやっていきたい。 
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